チュウサンカン　チイキ　シュウラク　ノ　サンチ　サイガイ　リスク　ノ　ヒョウカ by 宮本, 英輝 et al.
J. Fac. Edu. Saga Univ. 
Vol. 14， No. 1 (2009) 261 ~271 261 
中出開地域集落の出地災害リスクの評舗
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7 Shuttle Radar Topography Missionの!日告 スペースシャトルに総裁した合成/)1j口レーダーで計測した余地球の3Dデー
タ
8 GPSで使用される米関のil!IJJtiJ系(WorldGeodetic Syst巴m)
9 Earth Gravitational Model 19960コmg.
10 Application Program Interfa伐のm告 OSやミドルウェア向けのソフトウェアを限発する|奈に使用できる命令やfJ)，j数の
集合.


















































調査対象集落に占める 1) スク集落の比率は9.9~12.8%である。 )j， 100-200mの区分では32.1%，
200-400mでは53.6%，400一8剖O∞Omでは7苅6.6%がそれぞ
の地域では，標高が高いほど， リスク集落の数が多くなる領向が認められる。













40 十 γ"1 "1 ('11ーー -j






















十分 45 ( 23.7%) 1 ( 0.5%) 
不十分 135 ( 71.1 %) 182 ( 95.8%) 
無問答 10 ( 5.3%) 7 ( 3.7%) 


















備蓄無し 163 ( 85.8%) 163 ( 85.8%) 
l日分 4 ( 2.1%) 4 ( 2.1%) 
無関答 23 ( 12.1%) 23 ( 12.1%) 
190 (100.096) 190 (100.0%) 
*括狐内の数値は割合をf択す
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